
栃木県立富屋特別支援学校の運動部に係る活動方針（高等部） 

 

目標 

○運動への興味・関心を高め、課外活動での有効な活用を図る。 

○友達と協調して、各自が目的をもって活動に精一杯取り組む態度を養う。 

○卒業後の進路先や、地域での生活に積極的に参加できる態度を養う。 

○健康・安全に留意して活動に臨む態度を養う。 

 
休養
日 

○原則として月曜日、水曜日と週末の土日、合わせて週当たり４日を休養日とする。 

 
活動

時間 

○陸上競技部は火、木、金曜日の週３日間とする。ただし、顧問の参加人数が充分に確保出来

ない場合は実施を中止する。 

○活動時間は原則午後１５時１０分から午後１６時４０分とし、１７時には完全下校とする。 

○夏季休業中の練習計画については別途立案する。 

設置す

る部活

動 

【運動部】 

陸上競技部（男・女） 

 

 

大会
参加 

陸上競技部が参加できる大会は次のとおりとする。ただし、参加に当たっては、生徒の健康面

及び安全面に十分配慮する。 

○ハートピック陸上競技大会 

○栃木県障害者スポーツ大会 

○全国障害者スポーツ大会（該当生徒のみ） 

○ハートピックフットサル大会 

 
 
 
 

 
部活
動の
運営 

（１）適切な運営のための体制 

○運営計画を作成し、共有化を図る。 

○年間及び月の練習予定表を作成し、配付する。 

○部費は徴収しない。 

（２）運動部活動における生徒の健康・安全への配慮 

○生徒の実態や活動内容を考慮し、適切な指導者数を配置する。 

○各生徒の発達段階、体力を考慮し無理のない練習となるよう留意する。 

○部活動顧問は天候の急変があった場合、活動時の気象状況に応じて臨機応変に対応し、危険

と判断される場合にはためらうことなく練習の変更、中止等の適切な措置を講ずる。 

○熱中症対策として WBGT 計を携行し、対応する。WBGT 計の温度基準が 31℃を超えた

場合は直ちに活動を中止する。 

○水分補給や健康観察を徹底し、天候によって塩分タブレットを補給するようにする。 

○一般の歩道を走行する練習の対象生徒は自主通学をして、交通ルール、マナーを理解してい

ることを確認する。 

 



（３）合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

○路線バスの下校便の待ち時間や利用の分散化と連動させる。 

○一部の教員に負担が偏ることがないよう、学部職員全員で指導体制を構築する。 

（４）体罰等の禁止 

○部活動顧問はいかなる理由があっても、部活動の指導において体罰等を厳しい指導として

正当化することは誤りであり、決して許されないものであるとの認識をもち、体罰等のない指

導に徹する。 

（５）保護者等の理解と協力を得た活動 

○保護者等の理解と協力は、部活動の運営上欠かすことのできないことから、部活動顧問は活

動の目標・方針、活動内容等について、ＨＰや通知等で保護者等に周知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



栃木県立富屋特別支援学校陸上競技部の活動方針及び年間活動計画 

 

目標 

○運動への活動に興味・関心を高め、課外活動での有効な活用を図る。 

○友達と協調して、各自が目的をもって活動に精一杯取り組む態度を養う。 

○卒業後の進路先や、地域での生活に積極的に参加できる態度を養う。 

○健康・安全に留意して活動に臨む態度を養う。 

休養

日 

○原則として月曜日、水曜日と週末の土日、合わせて週当たり４日を休養日とする。 

 

 

活動
時間 

○陸上競技部は火、木、金曜日の週３日間とする。ただし、顧問の参加人数が充分に確保出来

ない場合は実施を中止する。 

○活動時間は原則午後１５時１０分から午後１６時４０分とし、１７時には完全下校とする。 

○夏季休業中の練習計画については別途立案する。 

月 参加予定大会等 その他 

４月   

５月 ○２２日（日）全国障害者スポーツ大会リハーサル大会（該当する生徒

のみ） 

 

６月   

７月 ○国民体育大会開会式練習  

８月 ○国民体育大会開会式練習  

９月 ○２３日（金・祝）第２８回ハートピック陸上競技大会（該当生徒の

み） 

 

１０月 ○２９日～３１日 

第２１回全国障害者スポーツ大会いちご一会とちぎ大会（該当生徒の

み） 

 

１１月   

１２月 ○１０日（土）第６回ハートピックフットサル大会（該当生徒のみ）  

１月   

２月   

３月   

 


